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茶寿･米寿･傘寿･喜寿をお迎えの皆さんおめでとうございます  

彼岸が過ぎ、やっと、秋らしい気候になってま

いりました。９月１2 日(木)に、今年、茶寿･米

寿･傘寿･喜寿をお迎えの皆さんに「長寿を心よ

りお祝いし、末永いご健康を願い、本地区の発

展に尽力をくださった功績に感謝する」ための

『慶事のお祝い・健康感謝の集い』を自治会とむつ

み会の合同で開催しました。 

今年は、会員様の中で数え年 108 歳をお迎え

になる方がおられます。このことはとてもめで

たく、この町の誇りでもあります。そこで、今

回特別枠として茶寿のお祝いをすることにいた

しました。茶寿、米寿、傘寿、喜寿のお祝いの対象者が自治会、むつみ会

あわせ、32 名おられ、全員参加はかないませんでしたが、その中の１3

名の方々にご出席いただきました。 

みなさんはとてもお元気で、なかでも、今年茶寿をお迎えの杉本初（はじ

め）様の活舌よくはつらつとしておられるお姿を拝見し、たくさんの勇気

をいただきました。 

むつみ会では米寿、喜寿をお迎えの会員の皆様に笠本会長より、それぞ

れお祝いがありました。その後、米寿でご出席の安部ミチ子様(左上写真左)

が作詞・作曲された「倖せいっぱい」をみんなで合唱しました。 

式典の後、奈良県薬剤師会理事で若葉薬局の倉本

孝様から「薬の正しい飲み方や注意」について講演

をしていただきました。出席者のほとんど何らか

の形で薬にお世話になっていることもあり、納得

しながらお話に聞き入っていました。 

講演の後、現代邦楽の分野を専門として国内外で

演奏活動を行っておられ、箏アンサンブル“ぐるーぷ・いぶき”代表をさ

れている吉岡紘子様の箏、吉岡雅子様の 17 絃、中村筝山様の尺八による

「箏と尺八のアンサンブル」を鑑賞しま

した。 

箏、17 絃、尺八の「手紙」、三味線、

尺八の「萌春」、箏、尺八の「春の三景」

の 3 曲でしたが、どの曲も、それぞれ

の趣があり、洗練された圧巻の演奏で

した。 


